
課等の名称　

項目 宗賀支所

内容

1 あり 時期 年度

2 なし

1 今後実施可能 実施時期 年度

2 今後実施は困難 具体的な理由　※ 別欄へご記入ください

1 把握しているが未実施 具体的な理由　※ 別欄へご記入ください

2 実施計画策定 時期 年度 　　　

予算措置 時期 26 年度

　予算額 千円

事業完了 時期 年度 月

　事業に要した額 千円

5 次年度以降取組み予定

17,847

１ 把握していない

特記事項
（既に取組んでいる場合、どん
な取組みをされているのか、ま
た今後どのような取組みをされ
る予定があるかなどをご記入く
ださい。）

第２節　競争力のある商工業をささえる

第２項　地場産業の振興を支援します

買取価格は、平成16年以降ほとんど変更がない。買取価格は、市場原理に基づき、製
造業者と全農長野又はワイナリーと契約農家とで毎年交渉の末に決定されている。市
場原理を重視する市としては、価格形成に関与することは得策ではないと考える。

議会報告会での要望・意見に関する事業等の進捗状況調査表

農林課

議会報告会での要望・意見
１　買い取り価格の見直しは
２　加工ぶどう生産者の意欲が上がる政策は

加工ぶどうの買い取り価格について

4

要
望
・
意
見
に
つ
い
て

２ 把握している

※実施困難な理由
（障害となるもの等を具体的に
ご記入ください。）

・平成１２年度に「ぶどうの郷づくり基本計画」を策定し、これに基づき、果樹棚整備事業
や優良果樹苗木導入事業等各種補助事業を実施している。
・市農業公社では、「ねこの手クラブ」による労力支援に取り組んでいる。
・新規就農促進、担い手育成確保のため、県主催の新規就農相談会に参加しているほ
か、県の里親制度を活用している。
・本年９月に設立予定のJA出資法人の里親制度活用も具体化してきている。
・青年就農給付金の対象を更に広げた「新規就農支援金制度」を市独自に設置した。
・農業再生プロジェクトでは、「人・農地プラン」を活用した円滑な農地集約継承のため、
「果樹産地保全支援員」による営農意向調査や農地集約支援を行っている。
・「塩尻ワイン大学」による新規就農者の育成確保や既存農家の生産技術向上に取り
組むほか、「ワイン特区」を活用した小規模ワイナリーの新規参入を促進している。
・山梨大学との共同研究によるナイヤガラの新商品開発にも着手している。
・圃場センサーを設置し、栽培技術のマニュアル化のためのデータ蓄積を開始した。

塩尻市農業振興事業補助金交付要綱

独占禁止法

主な事業　ワイン産業の振興

その他

関係法令・内部規程等
（関連法令があればご記入くだ
さい。）

総合計画との関連
（総合計画との関連があればご
記入ください。）

第５章　創造性に富んだ産業のまちをともにつくる

担当部課での対応状況

内部規程

3

地元からの要望

関係法令


